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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，種々の刺激に対する敏感さ，反応性を表す特性である，感覚処理感
受性の個人差に注目し，大学生の抑うつ低減に寄与する知見の提供を目的とした。3件の研究を通して，主に以
下2点の知見が得られた。第一に，既存の感受性測定尺度は，概ね良好な精度を有することが示唆された。第二
に，感受性が高い個人は否定的な情動に対処することが，感受性が低い個人は生活の中で生じる問題に対処する
ことが，それぞれ抑うつ低減と関連することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to provide evidence for reducing depressive tendencies in
 university students, considering individual differences in sensory processing sensitivity, which 
describes sensitivity and reactivity to environmental stimuli. We conducted three studies and 
provided the two findings. First, the Highly Sensitive Person Scale used to measure sensitivity was 
suggested to have a good psychometric properties. Second, improving emotional coping skills may be 
effective for reducing depressive tendencies in individuals with high sensitivity, whereas problem 
solving skills may be effective in those with low sensitivity. 

研究分野：健康心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年の本邦では，大学生を中心とした若年層において，自殺死亡率が高い水準で推移しており，その解決に向け
た取り組みが喫緊の課題である。特に，自殺の予測因子となる高い抑うつ傾向へのアプローチは，これまでにも
行われてきたものの，十分な成果を挙げられているとは言い難いのが現状である。その背景として，従来の取り
組みでは，対象者における心理的要因の個人差を考慮していないことが指摘できる。感受性の個人差を考慮し，
その程度ごとに抑うつ傾向の低減と関連する要因を明らかにした本研究は，大きな社会的意義を有すると考えら
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年の本邦では，大学生を中心とした若年層において，自殺死亡率が高い水準で推移しており
（厚生労働省，2021；日本財団いのち支える自殺対策プロジェクト，2019），その予測因子とな
る抑うつ傾向の改善に向けた取り組みが喫緊の課題である。しかしながら，World Health 
Organization が 21 ヶ国の大学生を対象に行った大規模調査によれば，専門家による支援が必
要な精神症状を有する大学生のうち，適切な介入を受けている者の割合は 16.4%に留まってい
るという（Auerbach et al., 2016）。このような現状を踏まえて，大学授業の場などを活用し，
問題解決や情動対処の方法を学習する心理教育プログラムが展開されるようになってきている
（e.g., Blanco et al., 2014；堀・島津，2007；及川・坂本，2007；Rohde et al., 2016）。このよ
うな対象者を選定せずに行うユニバーサル・デザインの介入は，一度に多くの大学生を対象にで
きることから，時間的・人的コストの節約などのメリットを有する一方で（Cardemil & Barber, 
2001），多くの対象者に画一的な介入プログラムを実施するため，介入効果の個人差が大きく
（Das et al., 2016），平均的な効果量も小さいことが指摘されている（g = .19; Werner-Seidler 
et al., 2017）。 
 このような課題に対して，近年では，心理的介入の効果を調整する個人要因に関心が集まって
いる。例えば，特定の遺伝子型（e.g., DRD4-7R対立遺伝子，セロトニントランスポーターs型
遺伝子）を有する個人は，介入効果を得やすいこと（Bakermans-Kranenburg & Van IJzendoorn, 
2015），パーソナリティの特徴ごとに，ストレスへの対処方略が異なること（Connor-Smith & 
Flachsbart, 2007）などが指摘されている。以上の知見を踏まえると，大学授業の場を活用した
心理的介入においては，一定の基準（e.g., 遺伝的・心理的特徴）に応じて対象者を類型化し，
各群の特徴を考慮したプログラムを作成することで，より効果的にメンタルヘルスの向上をも
たらす可能性がある（嘉瀬ほか，2017）。 
 前述の遺伝子型と関連を持つ特性の一つに，感覚処理感受性（Sensory Processing 
Sensitivity；以下，SPS と略記）がある。SPS とは，種々の情報に対する深い認知的処理，過
剰な刺激の受けやすさ，強い情動反応，および微細な刺激への気づきを表す概念であり，自己評
価式尺度である Highly Sensitive Person Scale（Aron & Aron, 1997；髙橋，2016）によって測
定することができる。これまで，複数の実践的研究において，SPSの個人差が，介入プログラム
によって得られる効果に影響することが報告されている。例えば，認知行動療法をベースとした
プログラムは SPS が高い個人に対して効果的な一方で（Nocentini et al., 2018；Pluess & 
Boniwell, 2015），一過性の身体運動プログラムは SPSが低い個人にとってのみ有効であったと
いう（雨宮・坂入，2018）。また，潜在クラス分析を用いた近年の研究において，個々人は SPS
低群・中群・高群（約 30%：約 40%：約 30%）という 3つの群に分類できることが報告されて
おり，各群を区別するためのカットオフ値も設定されている（Lionetti et al., 2018；Pluess et 
al., 2018）。これらの知見は，前述のような，大学教育における対象学生の類型化や各群の特徴
を考慮した心理的介入プログラムの作成に向けて，有効に活用できるものであると考えられる
（Lionetti et al., 2018）。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえると，SPS のカットオフ値を参考に対象者を 3 つの群に分類し，各群の
特徴を踏まえた心理教育プログラムを作成・実施することで，より効果的に大学生の抑うつ低減
を図ることが期待できる。しかしながら，そのためには 2つの課題が指摘できる。第一に，SPS
の測定尺度について，これまでに一定の信頼性・妥当性を有することが報告されてきたものの，
各項目が個々人の SPSを十分に識別できるだけの資質を有するかは明らかでない。第二に，SPS
の程度に基づいて分類された各群の特徴についてはこれまでほとんど明らかとされておらず，
基礎的知見の蓄積が求められる。 
 したがって，本研究課題では以下の 3点を目的とした。すなわち，まず①項目反応理論による
分析を用いて，SPS の測定尺度における各項目の性質を検討し，②国外で報告されてきた SPS
の程度に基づく 3 つの群への分類が，日本人サンプルにおいても再現されるかどうかを確認す
る。最後に，各群の心理的特徴について知見を蓄積するため，ストレス場面での対処行動につい
て探索的な検討を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題では，上記の目的に対応する 3件の研究を行った。 
（1）研究 1. SPS 測定尺度の各項目における性質の検討 
①調査対象者と手続き 
 研究 1では，株式会社クロス・マーケティングの調査モニターとして登録されている日本人成
人 1,626 名を対象に，横断的な質問紙調査を行った（男性 759 名，女性 867 名；平均年齢 29.9
±13.8 歳）。本調査は，報告者が所属する機関に設置されている倫理委員会の承認を得た後に実
施された（No. KOMI19001A）。 



②調査項目 
 すべての調査対象者は，SPS の測定尺度であり，3つの因子（易興奮性，低感覚閾，美的感受
性）から構成される HSPS-J19（髙橋，2016）に回答した。 
③統計分析 
 HSPS-J19 を構成する全 19 項目を対象に，項目反応理論に基づく分析を行った。 
（2）研究 2. SPS の程度に基づく大学生の類型化 
①調査対象者と手続き 
 研究 2では，国外での先行研究を参考に（Lionetti et al., 2018；Pluess et al., 2018），
2つのサンプルに横断的質問紙調査を行った（以下，それぞれサンプル A，Bとする）。サンプル
Aは，首都圏の大学生 1,257 名（男性 606 名，女性 647 名，不明 4名；平均年齢 20.0±1.2 歳），
サンプル B は株式会社クロス・マーケティングの調査モニターとして登録されている全国の大
学生 720 名（男性 319 名，女性 401 名；平均年齢 20.6±1.4 歳）であった。本調査は，報告者が
所属する機関に設置されている倫理委員会の承認を得た後に実施された（No. 2017-02, No. 
KOMI19014A）。 
②調査項目 
 サンプル Aは HSPS-J19（髙橋，2016）のみに，サンプル Bは HSPS-J19 に加えて，気質要因の
測定尺度である日本語版 BIS/BAS 尺度（髙橋ほか，2007），感情の測定尺度である日本語版 PANAS
（佐藤・安田，2001）に回答した。 
③統計分析 
 研究 2では，先行研究に倣い（Lionetti et al., 2018），以下の手順で分析を行った。すなわ
ち，第一に，サンプル Aのデータを用いて潜在クラス分析を実施し，SPS の程度に基づいて対象
者を分類する際の最適な群数を確認した。第二に，分類された各群における HSPS-J19 得点の分
布の交点を，各群を識別するためのカットオフ値に設定した。第三に，サンプル Bのデータを用
いて潜在クラス分析を行い，その結果に基づく分類と，カットオフ値に基づく分類とを比較する
ことで，カットオフ値の感度と特異度を算出した。最後に，サンプル Bのデータを用いて，群を
独立変数，BIS/BAS 尺度や PANAS の得点を従属変数とした分散分析を行い，各群の特徴について
検討を行った。 
（3）研究 3. SPS の程度に基づいて分類された各群の特徴に関する探索的検討 
①調査対象者と手続き 
 研究 3では，株式会社クロス・マーケティングの調査モニターとして登録されている全国の大
学生 692 名（男性 303 名，女性 389 名；平均年齢 20.6±1.4 歳）に横断的質問紙調査を行った。
本調査は，報告者が所属する機関に設置されている倫理委員会の承認を得た後に実施された（No. 
KOMI19014A）。 
②調査項目 
 すべての調査対象者は，SPS の測定尺度である HSPS-J19（髙橋，2016），抑うつ・不安の測定
尺度である日本語版 K10（Furukawa et al., 2008）に加えて，ストレス場面での対処行動に関
する自由記述項目に回答した。 
③統計分析 
まず，研究 2で設定されたカットオフ値，ならびに K10 のカットオフ値に基づき，調査対象者
を分類した（SPS の程度×抑うつ・不安の高低）。次に，自由記述項目から得られたテキストデ
ータを対象として，SPS の程度ごとに，抑うつ・不安の高低を外部変数に指定した共起ネットワ
ーク分析を実施した。これにより，SPS の程度ごとに，抑うつ・不安を低減するために効果的な
対処行動の特徴について，知見を得ることを目的とした。 
 
４．研究成果 
（1）研究 1で得られた成果 
 研究 1では，HSPS-J19 を構成する全 19項目が，個人が有する SPS の程度を十分に識別できる
か否かを検討した。項目反応理論に基づく分析の結果，美的感受性の因子を構成する 2項目を除
いて，ほぼすべての項目において一定以上の性質を有することが示唆された。 
（2）研究 2で得られた成果 
 研究 2では，①SPS の程度に基づく分類における適切な群数の確認，各群を識別するためのカ
ットオフ値の設定，および③各群の特徴についての検討を行った。潜在クラス分析の結果，国外
の研究と同様の特徴を有する 3 つの群が特定された（以下，SPS 低群・中群・高群とする）。次
に，各群における HSPS-J19 得点の分布を図示し（Fig. 1），それぞれの交点をカットオフ値に設
定した。各値の感度・特異度を算出したところ，SPS 低群と中群を識別するためのカットオフ値
は，感度が 0.97，特異度が 0.85，SPS 高群と中群を識別するためのカットオフ値は，感度が 0.79，
特異度が 0.89 であり，十分な値を有していた。 
 
 
 
 
 
 



Fig. 1. SPS の程度に基づいて分類された各群における HSPS-J19 得点の分布 
 
（3）研究 3で得られた成果 
 研究 3では，SPS 低群・中群・高群ごとに，精神的健康（抑うつ・不安）の高低を外部変数と
した共起ネットワーク分析を実施し，各群において良好な精神的健康を有する（抑うつ・不安の
程度が低い）個人の，ストレス場面での対処行動の特徴について探索的な検討を行った。分析に
て示された結果について，異なる専門領域の研究者 4 名がローデータを参照しつつ議論を行っ
たところ，各群における対処行動の特徴は，以下のように解釈された。まず，SPS 低群では，一
旦気持ちを落ち着かせようとする試みや，友人に対して道具的・情緒的なサポートを求める行動
が，精神的健康の向上と関連する一方で，周囲から離れてあえて孤立するような行動が，精神的
健康の低下と関連することが示唆された。 
 次に，SPS 中群では，ストレッサーを前向きに捉えたり，友人に対して道具的なサポートを求
めたりする方略が，精神的健康の向上と関連する一方で，情緒的なサポートの希求や，周囲から
離れてあえて孤立する行動，およびストレッサーが生じた原因を分析し，解決に向けて情報を収
集することが精神的健康の低下と関連することが示唆された。 
 最後に，SPS 高群では，ストレッサーを前向きに捉えること，感情を表出させること，一旦気
持ちを落ち着かせようとすることに加えて，他者に情緒的なサポートを求めるような行動が，精
神的健康の向上と関連する一方で，一旦ストレッサーから逃避したり，ストレッサーの原因を分
析して解決への情報収集をしたり，じっと我慢したりするといった行動が，精神的健康の低下と
関連することが示唆された。 
 以上の結果より，SPS 低群・中群・高群のそれぞれにおいて，抑うつを含む精神的健康の向上，
あるいは低下と関連する要因は異なることが明らかとなった。 
（4）総括と今後の展望 
本研究課題では，上記に示した 3 件の研究を通して，①HSPS-J19 の各項目が一定以上の測定
精度を有すること，②日本人サンプルにおいても，国外と同様に，SPS 低群・中群・高群の 3つ
が特定されること，③各群において抑うつ傾向の低減に効果的な対処行動は異なることが明ら
かとなった。今後は，生理学的実験を通した HSPS-J19 における妥当性のさらなる検証や，研究
3の結果について量的な観点から検討を行うことで，より精緻かつ一般化可能性の高い知見を提
供していくことが求められる。 
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